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今日は、お礼を。先週末の研究発表会への、ご理解とご協力に感謝申し上げます。
研究主任の中村先生を中心に、研究部（東先生、古庄先生）の先生方がまとまり、その円
が職員みんなに広がり、みんなでつくったオンラインによる参加型の研究発表会でした。何よ
りもただオンラインでつながるだけでない発表会が素晴らしかったです。参観された先生方
は、全体会に参加いただくだけでなく、2年生、５年生、９年生それぞれの分科会に参加され
ました、もちろん産山学園の先生方も一緒です。
今、熊本県教育委員会は「本県の子供たち誰一人取り残すことなく、最大限に学びを保障
する」ことを目標としています。それには、まず先生方からなのですが、産山学園のＩＣＴを得
意とする先生だけでなく全ての先生がこの研究および発表会に取り組まれていたことが一
番だったと思います。
アドバイスをくださった熊本大学の太田教授が「これで職員みんなで次の高みに向かうこ
とができますね。それは、こうやってみんなで創り上げた先にあるもので、まだ、誰も見たこと
がない光景ですよ。産山学園の先生方はそれを見ることができますね！」と。おっしゃってい
ただきました。
国立教育研究所ならびに熊本県教育委員会の指定は今年度はまだまだ続きます。2月に
は中村先生がオンラインで発表されます。また、12月7日、8日には熊本県学力調査も実施
されました。授業を工夫改善すれば、その効果を確かめたくなるものです。楽しみです。子供
たち、先生方の日々の努力を県内外に示した研究発表会でした。 村上 拝

「成長」〜先⽣も、⼦供たちもめざす姿の実現に向けて
〜
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授業参観等、ありがとうござ
いました。来年も「ONE
TEAM」でお願いします😀
12月のお忙しい時期にもかかわらず、本
日は、ご来校いただき、心より感謝申し上げ
ます。子供たちの様子、いかがだったでしょ
うか。私は、いつもより子供たちの笑顔が多
く、大変嬉しく思いました。保護者の皆様と
直接お会いして話す機会が、本日やっと少
しだけとれたことも嬉しく思います。今村 拝

＜研究授業①＞
２年 うぶやま学
前川 華織 教諭

＜研究授業②＞
５年 英会話
井 多恵 教諭

＜研究授業①＞
９年 数学
山部 晋一 教諭

初めて熊本県学力調査
に取り組む３年生

研究主任：中村美紀教諭 研究部：東龍次郎教諭、古庄紘樹教諭 文部科学省調査官の講演を聴く先生方


